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●流砂系総合土砂管理・気候変動下の

洪水対策・ダム操作最適化・小水力発
電による地域創生

●河川の生息場学・生態系サービスの

持続的享受のための河床地形管理・伝
統的河川工法による移動床管理
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角研のキーワード
防災

ダム運用の
最適化

エネルギー

水力発電の
価値向上

河川環境

自然再生の
原理と実践

生息場の役割と
維持のしくみ

国際展開
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• 事前放流により予め
洪水調節容量を増大

• ダムによる洪水の
貯留、放流の遅らせ

下流での水害対応行動のた
めのリードタイムを確保

長時間降雨予測による
豪雨の早期検知

下流河川水位の低減
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長時間降雨予測情報

医療機関

アンサンブル降雨予測：数値予報モデルの不完全性をカバー

するために、少しずつ異なる初期値を多数用意して、多数の予測計算を実施
し、最も起こりやすい現象や現象の起きる確度を予測。
アンサンブル情報を活用することで、治水効果の最大化
と水位低下による 利水リスクの最小化を同時に実現。

ダムの事前放流：豪雨が予測される場合に、ダム貯水池の利

水容量の水を放流して事前に貯水位を下げることで、ダムの洪水調
節能力を一時的に増大させる操作。予測の不確実性への対応が課題
。

アンサンブル降雨予測を用いた上流ダムの治水機能強化

氾濫域最小化

2020.4 全国各紙に記事掲載

事前放流



大きく事前放流

小さく事前放流

高い水位で維持

しばらく台風が
来ない場合

アンサンブル予測とダム管理の高度化
NHK時論公論2021.10.13 https://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/100/455613.html

ダム運用高度化で、再生
可能エネルギーとしての
水力発電も増加させるhttp://www.jsde.jp/

検索：ダム工学会

https://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/100/455613.html
http://www.jsde.jp/


流域治水への貢献
（治水ダムの運用と霞堤・遊水地の機能評価）

亀岡駅前の霞堤

例：RRIモデルを用いた亀岡市の

氾濫解析によって洪水時の日吉
ダムの洪水調節操作を検討

日吉ダムの洪水調節



排砂，置き土，護岸，床固め，
遊砂地，土砂バイパストンネル
など

生息場特性

生物多様性

たまり, 河床軟度, 間隙流速，裸
地の岸際，溶存酸素濃度, 生息場
寿命など

種多様性，遺伝的多様性, 生態系
多様性, 外来種問題など

物質循環

粒状有機物の捕捉率, 濾過効率, 有
機物起源，分解速度，栄養螺旋長
など

地形特性

砂州地形川幅水深比, 潤辺長，水
頭差，蛇行率，裸地率，植被率，
岩盤率, 粒径分布など

土砂動態の制御流況の制御

ピークカット，フラッシュ
放流，維持流量など

管理対象

ダム：管理手段

管理目的

角研テーマ：河川とダムの管理手法開発

利水治水
水供給の安定性,
発電量の変動予測

洪水流下能力, 
樹林化対策

管理目的 管理目的

環境



ダム工学会作成の動画を企画

ダム環境問題における土砂に関する事項一覧

①ダムと河川環境
②日本の土砂環境とダム
③堆砂対策と土砂還元
④土砂還元の効果

http://www.jsde.jp/

http://www.jsde.jp/


1000年ダムの実現に向けた土砂堆積問題の解決

置き土とフラッシュ放流による土砂供給

排砂ゲートからの土砂供給



土砂堆積 磨耗

圧力変動

分派、
ゲート操作
・・・etc

トンネル上流

トンネル内部

トンネル下流

河床形態、生物環境

排砂バイパストンネル
（スイス連邦工科大学との共同研究）

バイパス上下流の環境
変化（水生生物群集の変
化）評価

トンネルを流下する土砂量を

計測するシステムの開発（プ

レート型マイクロフォン，ICタグ）

日本の排砂バイパス

天竜川（美和、小渋、松川

ダム），熊野川旭ダム，布引

五本松ダム（神戸）

ICタグ

Paragnedra Dam
の摩耗事例



河川環境を保全するための河床地形管理手法の開発

土砂供給河床地形
生息場機能
（アユの産卵）

目標となる河床地形を把握 好適な河床地形
形成に必要な土
砂供給量・質

1mm

アユの産卵に適した地形

淵尻の瀬頭

角哲也

アユの卵

洪水ピーク時からの河床変動量を
二次元河床変動計算で推定

野外調査 デスクワーク
両方できる研究室



伝統工法による河床環境改善効果の研究

ドローン撮影と現地測量によって
河床地形の変動履歴や水生動
物の生息状況を調査している



地域に貢献する小水力発電計画の立案と実践

津山市阿波地区の研究例

●水力発電単価は短期的には高
いが原価償却済みの設備が長持
ちするため長期的には最も安い
●地域興しの手段としての活用

出典：日本エネルギー経済研究所

発電開発と環境保全を
両立させる考え方

劣化した環境の改善に
よって環境影響を流域
全体で補償する

１）黒岩湿原の再生と利用
２）森林利用と生息場保全
３）支川と本川の連続性の保全
伝統的な自然利用のライフ
スタイルの復活によって地
域を元気にする研究

https://hdri.jp/wp/NPO水力開発研究所との連携活動

https://hdri.jp/wp/


ダム洪水波

Cagayan 川
（フィリピン）

塩水遡上

上流域の管理

土砂管理
（堆砂対策）

洪水リスク

ダム堆砂

Cagayan川の河岸侵食

流域の洪水と土砂の統合管理
（ベトナム・フィリピン共同研究）

海外調査の例

 洪水・土砂流入モデル開発
 ダムの堆砂予測・堆砂対策技術

 山地～ダム～下流河道～海岸まで
の総合土砂管理の提案

Magatダム

農業用水の管理

渇水の管理

下流域の生態系

下流域の
河床地形

海岸侵食

Mekong
メコン川

Mekong Delta
(ベトナム）



ワジの洪水対策と水資源管理
（エジプト・オマーン・ヨルダンなどとの共同研究）

 洪水予測モデル開発
 ダムによる洪水の一時貯留
 地下水の涵養による水資源開発
 世界遺産（UNESCO）の洪水対策

海外調査の例

ヨルダンペトラ遺跡

エジプト王家の谷

http://issf-website.azurewebsites.net/index.html

http://issf-website.azurewebsites.net/index.html


You are welcome !
お待ちしてます!

本館S棟5F 
S−511D

黄檗プラザ

角研

防災研本館正面玄関

N

宇治キャンパス
防災研本館

本館S棟

本館E棟

• 年間スケジュール
• 4-5月：新歓，河川／ダム調査旅行
• 5-7月：輪読ゼミ
• 8月：大学院入試
• 8-9月：院試打上げ・ゼミ旅行
• 9-12月：卒業研究，研究室発表

（適宜現地調査）
• 12月：忘年会
• 1-2月：卒論追い込み，発表・審査
• 3月：送別会，ゼミ旅行

角研のモットー
フィールドワークで実現象を体験的に知る河川調査

海外調査（カリフォルニア
のダム）

（海外ゼミ旅行：台湾，中国（三峡ダム），ベトナムなど）

国家公務員・国土交通省に関心のある学生さん，
海外志向の学生さん歓迎

木津川下り
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